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※
市
内
在
住
の
中
学
３
年
生
ま
で
の
子
で

受
給
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
子
育
て
応
援
課 

☎
３
６-

７
１
５
９

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

変
わ
り
ま
す

▼
10
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）
が
、新
し
い
保
険
証
（
藤

色
）
に
変
わ
り
ま
す
。
保
険
証
は
、
同
世

帯
の
人
数
分
を
ま
と
め
て
、
９
月
下
旬
に

世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。
ク
リ
ー
ム

色
の
保
険
証
は
、
10
月
１
日
か
ら
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
細
か
く
裁
断
し
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
な
ど
の
記
載
事

項
お
よ
び
１
人
に
１
枚
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
台
紙
記
載
の
注

意
事
項
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

※
他
人
と
の
貸
し
借
り
不
可
。
コ
ピ
ー
・

書
き
換
え
し
た
も
の
、
有
効
期
限
の
切

れ
た
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、紛
失
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
保
険
や
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
】

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
や
、

住
所
・
氏
名
な
ど
記
載
事
項
を
変
更
し
た

場
合
は
、
14
日
以
内
に
国
保
の
保
険
証
・

印
鑑
、
社
会
保
険
の
加
入
連
絡
票
ま
た
は

社
会
保
険
証
を
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課

ま
た
は
各
支
所
地
域
総
合
課
で
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
再
交
付
す
る
場
合
】

　

印
鑑
・
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
と
な

る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）・
委
任
状（
別

世
帯
の
人
が
申
請
す
る
場
合
）
を
持
参
の

上
、
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
総

合
課
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
】

　

保
険
証
裏
面
に
、
臓
器
提
供
の
意
思
表

示
欄
が
あ
り
ま
す
。
臓
器
移
植
は
、
病
気

や
事
故
で
臓
器
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
人

に
、
他
の
人
の
健
康
な
臓
器
を
移
植
し
て

機
能
を
回
復
さ
せ
る
治
療
で
す
。

※
意
思
表
示
で
き
る
の
は
、
15
歳
以
上
の

人
に
限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
保
年

金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課 

☎
３
６-

７
１
５
１

ひ
き
こ
も
り
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

と
き
／
11
月
５
日
㈭ 

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
相
談
時
間
は
１
時
間
）

と
こ
ろ
／
藤
枝
総
合
庁
舎
本
館 

相
談
室

（
２
階
）
※
藤
枝
市
瀬
戸
新
屋

予
約
方
法
／
相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
、

電
話
で
中
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

問
中
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

福
祉
課

　

☎
０
５
４-

６
４
４-

９
２
８
１

問
福
祉
課 

☎
３
６-

７
１
５
４

自
治
会
別
無
事
故
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
５
を
実
施
し
ま
す

▼
島
田
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
交
通

ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

普
及
・
推
進
を
図
る
た
め
、
自
治
会
別
無

事
故
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

対
象
／
市
内
全
自
治
会

期
間
／
10
月
１
日
㈭
～
12
月
31
日
㈭

内
容
／
市
民
が
県
内
で
起
こ
し
た
交
通
違

反
・
事
故
に
応
じ
た
点
数
を
居
住
す
る

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
期

間
を
延
長
し
ま
す

▼
６
月
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
申

請
期
間
を
延
長
し
ま
す
。
申
請
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
を
行
わ
な
い
と
受
給
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者
／
６
月
分
の
児
童
手
当
の
受

給
者  

※
特
例
給
付
（
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の

人
）に
該
当
す
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

給
付
額
／
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、

３
０
０
０
円

申
請
方
法
／
児
童
手
当
現
況
届
の
裏
面
に

あ
る
申
請
書
に
記
入
・
押
印
の
上
、
受

付
場
所
へ
提
出

※
公
務
員
は
別
様
式
で
す
。
勤
務
先
か
ら

申
請
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
／
12
月
１
日
㈫
ま
で

受
付
場
所
／
子
育
て
応
援
課
（
市
役
所
１

階
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
総
合
課

受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

問
子
育
て
応
援
課 

☎
３
６-

７
１
５
９

児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
の
提
出

お
よ
び
振
込
日
の
お
知
ら
せ

【
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
の
提
出
】

▼
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
・
特
例
給
付

を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人

は
、
早
急
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
場
所
／
子
育
て
応
援
課
（
市
役
所
１

階
）
ま
た
は
各
支
所
地
域
総
合
課

※
郵
送
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

【
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
振
り
込
み
】

振
込
日
／
10
月
14
日
㈬

支
給
内
容
／
６
月
～
９
月
分

※
８
月
以
降
に
現
況
届
を
提
出
し
た
場
合

は
、
11
月
以
降
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
子
育
て
応
援
課 

☎
３
６-
７
１
５
９

こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

▼
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
の
た

め
、
９
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
９
月
30
日
期
限
の
受
給
者
証
を

持
つ
子
ど
も

新
受
給
者
証
の
有
効
期
間
／
10
月
１
日
～

平
成
28
年
９
月
30
日
（
平
成
12
年
４
月

２
日
〜
平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

子
と
、
平
成
21
年
４
月
２
日
〜
平
成
22

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
は
、
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
）
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ジ
ャ
パ
ン
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
サ
ン

デ
ー
２
０
１
５ 

を
開
催
し
ま
す

と
き
／
10
月
18
日
㈰ 

午
前
10
時
か
ら

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）

と
こ
ろ
／
市
民
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

検
査
／
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
２
方
向
撮
影

（
女
性
技
師
対
応
）

料
金
／
６
１
０
０
円

予
約
方
法
／
10
月
２
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

セ
ン
タ
ー
へ（
午
後
３
時
～
４
時
30
分
）

※
妊
娠
中
や
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る
人
、

授
乳
中
の
人
、
豊
胸
術
を
受
け
て
い
る

人
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
手
術
を

受
け
て
い
る
人
は
検
査
で
き
ま
せ
ん
。

※
乳
が
ん
検
診
受
診
券
、
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
市
民
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
５-

１
６
０
１

市
民
病
院
小
児
科
外
来
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
９
月
か
ら
、
市
民
病
院
小
児
科
を
新
た

に
受
診
す
る
場
合
の
予
約
と
開
業
医
か
ら

の
紹
介
状
は
、月
曜
日
と
金
曜
日
に
加
え
、

水
曜
日
も
不
要
と
な
り
ま
し
た
。た
だ
し
、

受
け
付
け
は
午
前
10
時
ま
で
で
す
。

　

火
曜
日
と
木
曜
日
は
、
引
き
続
き
受
診

の
予
約
と
紹
介
状
が
必
要
で
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
病
院 
☎
３
５-

２
１
１
１

国
民
年
金
保
険
料
「
10
年
の
後
納
制
度
」

を
９
月
30
日
で
終
了
し
ま
す

▼
過
去
10
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
て
、
将
来
の
年
金
額
を

増
や
す
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、
９
月

30
日
で
終
了
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い

か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
後
納
制
度
の
利
用
に
は
、
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
、
国
民
年
金
保
険

料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
か
、
島
田
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

問
島
田
年
金
事
務
所 

☎
３
６-

２
２
１
５

問
国
保
年
金
課 

☎
３
６-

７
１
５
１

楽
習
セ
ン
タ
ー
・
島
田
図
書
館
・
こ
ど
も
館

専
用
無
料
駐
車
場
の
利
用
時
間
の
変
更

▼
10
月
１
日
か
ら
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び

祝
日
に
お
け
る
専
用
駐
車
場
の
利
用
時
間

を
、
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

変
更
後
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分

※
平
日
の
利
用
時
間
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分
で
す
。

問
社
会
教
育
課 

☎
４
６-

５
６
２
５

問
島
田
図
書
館 

☎
３
６-

７
２
２
６

問
子
育
て
応
援
課 

☎
３
６-

７
１
５
９

相
良
消
防
本
部
隊
、
吉
田
町
牧
之
原
市

消
防
本
部
隊
、
島
田
市
消
防
本
部
隊

訓
練
内
容
／
化
学
工
場
内
で
の
有
害
物
質

漏
え
い
事
故
対
応
（
拡
散
防
止
処
置
、

要
救
助
者
の
救
出
、
除
染
、
ト
リ
ア
ー

ジ
、
救
急
搬
送
な
ど
）

問
島
田
市
消
防
本
部 

☎
３
７-

０
１
１
９

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
10
月
19
日
㈪
〜
25
日
㈰
は
、
行
政
相
談

週
間
で
す
。
雇
用
・
年
金
な
ど
の
国
の
仕

事
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
・
要
望
・

な
ど
は
、
行
政
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
行
政
相
談
の
開
催
日
は
、
広
報
し
ま

だ「
便
利
帳
」に
、毎
月
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
島
田
市
の
行
政
相
談
委
員
】

岡お
か
む
ら村

榮え
い
ぞ
う三

氏
（
川
根
町
家
山
）

櫻さ
く
ら
い井

祥さ
ち
よ代

氏
（
中
溝
町
）

松ま
つ
も
と本
克か

つ
な
り也
氏
（
金
谷
泉
町
）

田た
し
ろ代
保や

す
ひ
ろ廣
氏
（
色
尾
東
）

問
生
活
安
心
課 

☎
３
６-
７
１
５
３

10
月
３
日
土
曜
日
は
市
民
課
お
よ
び

金
谷
南
支
所
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
せ
ん

▼
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
開
始
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
の
た
め
、
10
月
３

日
㈯
は
、
市
民
課
お
よ
び
金
谷
南
支
所
の

窓
口
業
務
を
行
い
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
通
常
は
、
年
末
年
始
お
よ
び
祝
日
を
除

き
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
正
午
ま
で
、
住
民
票
な
ど
の
証
明
書

発
行
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
市
民
課 

☎
３
６-

７
１
９
４

問
金
谷
南
支
所 

☎
４
６-

３
５
６
６

自
治
会
に
加
え
、
世
帯
に
対
す
る
総
点

数
の
割
合
が
低
い
順
に
自
治
会
を
表
彰

※
無
事
故
無
違
反
の
自
治
会
は
、
全
て
表

彰
さ
れ
ま
す
。

問
市
自
治
会
連
合
会
（
協
働
推
進
課
内
）

　

☎
３
６-
７
４
０
３

「
年
金
情
報
流
出
」
を
悪
用
し
た
犯
罪
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
日
本
年
金
機
構
を
名
乗
り
口
座
番
号
を

聞
き
出
す
者
や
、
流
出
し
た
個
人
情
報
を

削
除
す
る
と
持
ち
掛
け
て
く
る
者
が
現
れ

て
い
る
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
「
自
分
の
情
報
が
流
出
し
て
い
る
の
で

は
？
」
な
ど
心
配
な
人
は
、「
不
正
ア
ク

セ
ス
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
ま
た
は
島

田
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
不
正
ア
ク
セ
ス
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０-

８
１
８
２
１
１

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
（
土
・

日
曜
日
も
可
）

問
島
田
年
金
事
務
所 

☎
３
６-

２
２
１
５

問
国
保
年
金
課 

☎
３
６-

７
１
５
１

消
防
救
急
広
域
化
に
向
け
た
特
殊
災
害
対

応
合
同
訓
練
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
災
害
に
強
い
消
防
救
急
体
制
の
実
現
に

向
け
、
静
岡
地
域
消
防
救
急
広
域
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
広
域
化
を
構
成
す
る
各

消
防
本
部
（
局
）
が
合
同
で
、
特
殊
災
害

対
応
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
／
10
月
２
日
㈮ 

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
／
大
井
川
緑
地
陸
上
競
技
場
東
側

駐
車
場
（
横
井
三
丁
目
地
先
）

参
加
隊
／
静
岡
市
消
防
局
隊
、
牧
之
原
市

駅
前
中
央
通
り

大
津
通
り

お
び
通
り

N

しまだ楽習センター

島田駅

島田図書館・こども館
（おび・りあ内）

専用無料駐車場
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大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の

変
更
届
出
書
の
縦
覧

▼
「
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
６
条
第

１
項
」
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

届
出
者
（
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
）

①
ビ
ッ
ク
ポ
ン
ド
ス
ト
ア
ー
（
バ
ロ
ー

井
口
店
）
②
東
陽
不
動
産
㈱
・
ウ
エ

ル
シ
ア
薬
局
㈱
（
島
田
道
悦
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
） 

③
㈲
大
久
保
製
作
所

（
し
ず
て
つ
ス
ト
ア
島
田
東
店
）

届
出
内
容
／
い
ず
れ
も
小
売
業
者
の
変
更

縦
覧
場
所
／
商
工
課
（
本
庁
舎
２
階
）

縦
覧
期
間
／
12
月
４
日
㈮
ま
で

縦
覧
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

意
見
書
の
提
出
／
届
出
書
の
内
容
に
意
見

の
あ
る
人
は
、
県
知
事
に
対
し
て
意
見

書
の
提
出
可

問
商
工
課 

☎
３
６-

７
１
６
４

平
成
28
年
度

「
東
海
道
金
谷
宿
大
学
」
教
授
募
集

▼
東
海
道
金
谷
宿
大
学
は
、
積
極
的
に
社

会
参
加
に
取
り
組
む
「
教
え
る
人
」
と
、

自
己
を
高
め
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
む

「
学
び
た
い
人
」
の
両
者
に
活
動
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
語
学
・

歴
史
・
文
芸
・
音
楽
・
健
康
な
ど
の
幅
広

い
分
野
で
、
94
講
座
63
人
の
教
授
が
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
知
識
や
経
験

し
ょ
う
。

と
き
／
10
月
30
日
㈮ 

午
前
９
時
〜
午
後

３
時
（
午
前
８
時
50
分
集
合
）

集
合
場
所
／
島
田
市
役
所
正
面
玄
関
前

見
学
場
所
／
こ
む
ぎ
→
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

希
望
の
家
→
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
き
ら
り

（
昼
食
）
→
う
た
し
あ
→
り
な
む

※
見
学
場
所
は
、
市
内
「
就
労
継
続
Ｂ
型

支
援
事
業
所
」
で
す
。

対
象
／
市
内
在
住
で
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
人
、
ま
た
は
自
立
支
援
医
療
の

受
給
を
受
け
て
い
る
人

参
加
費
（
昼
食
代
の
み
）
／
５
０
０
円

（
ラ
ー
メ
ン
を
用
意
し
ま
す
）

定
員
／
15
人

申
し
込
み
／
９
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
電
話

で
福
祉
課
へ

※
各
事
業
所
で
は
、
自
主
製
品
の
購
入
が

で
き
ま
す
。
参
加
費
に
は
昼
食
以
外
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
人

は
購
入
代
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課 

☎
３
６-

７
１
５
４

里
親
の
１
日
体
験 

参
加
者
募
集

と
き
／
11
月
１
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
午
後

２
時（
雨
天
時
は
11
月
８
日
㈰
に
延
期
）

と
こ
ろ
／
柑か

ん
こ
う康
園
（
藤
枝
市
岡
部
町
）

対
象
／
里
親
希
望
者
ま
た
は
里
親
制
度
に

関
心
の
あ
る
人

定
員
／
10
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料
（
柑
康
園
ま
で
の
交
通
費

は
自
己
負
担
）

申
し
込
み
／
10
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
「
は
る
か
ぜ
」
へ

問
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
る
か

を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
教
授
（
教
え
る
人
）
募
集
】

対
象
／
20
歳
以
上
で
金
谷
宿
大
学
の
運
営

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
で
、
営
利

を
目
的
と
せ
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で

臨
め
る
人

講
座
回
数
／
月
１
回
ま
た
は
月
２
回

申
込
期
間
／
10
月
１
日
㈭
～
11
月
６
日
㈮

の
平
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

申
込
方
法
／
認
め
印
持
参
の
上
、
直
接
社

会
教
育
課
（
金
谷
庁
舎
２
階
）
へ

【
説
明
会
】（
申
込
後
に
実
施
）

と
き
／
12
月
７
日
㈪ 

午
後
７
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
／
金
谷
庁
舎
大
会
議
室
（
３
階
）

※
講
座
日
の
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。
応

募
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

【
今
年
度
開
講
し
て
い
る
講
座
】（
一
部
）

　

短
歌
、俳
句
、英
会
話
、押
し
花
、園
芸
、

そ
ば
打
ち
、
薬
膳
料
理
、
書
道
、
ペ
ン

字
、
油
絵
、
水
墨
画
、
折
り
紙
、
写
真
、

生
け
花
、
茶
道
、
香
道
、
着
物
の
着
付

け
、
舞
踊
、
琴
、
ピ
ア
ノ
、
演
歌
、
太

極
拳
、
親
子
体
操
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

ヨ
ガ
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課 

☎
４
６-

５
６
２
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集 

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
で
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人

と
支
援
し
た
い
人
が
会
員
に
な
っ
て
、
育

児
を
助
け
合
う
組
織
で
す
。

援
助
内
容
／
保
護
者
が
用
事
を
済
ま
せ
る

間
の
預
か
り
（
支
援
者
自
宅
）、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
や
習
い
事
へ
の
送
迎
な
ど

対
象
／
０
歳
（
生
後
２
カ
月
）
か
ら
小
学

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

入
会
金
・
年
会
費
／
無
料

料
金
／
１
時
間
６
０
０
円
～
７
０
０
円

［
援
助
を
受
け
た
い
人
の
条
件
］

◦
入
会
登
録
が
必
要

◦
必
ず
事
前
に
電
話
で
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡

［
支
援
す
る
人
（
会
員
）
の
条
件
］

◦
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
れ
る
人

◦
子
育
て
経
験
を
生
か
し
、
社
会
参
加
を

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

◦
会
員
研
修
会
を
受
講
し
た
人

【
会
員
研
修
会
】

と
き
／
10
月
15
日
㈭
・
20
日
㈫
・
23
日
㈮
・

29
日
㈭
、
11
月
５
日
㈭ 

　

午
前
10
時
～
正
午
（
た
だ
し
、
10
月
23

日
の
み
午
前
９
時
～
正
午
）

と
こ
ろ
／
こ
ど
も
館
多
目
的
室
（
10
月
23

日
の
み
島
田
消
防
署
大
会
議
室
）

申
し
込
み
／
事
前
に
電
話
で
セ
ン
タ
ー
へ

（
託
児
利
用
の
有
無
も
含
む
）

問
島
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー 

☎
３
５-

１
８
５
１

問
子
育
て
応
援
課 

☎
３
６-

７
１
５
９

第
２
回 

は
た
ら
く
ば
見
学
会 

募
集

▼
「
働
き
た
い
け
ど
働
く
場
所
が
な
い
」

「
一
般
の
会
社
に
就
職
す
る
の
は
難
し
い

け
ど
仕
事
を
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
多

く
の
障
害
者
の
た
め
の
、
体
験
型
「
福
祉

就
労
見
学
会
」
で
す
。

　
「
行
っ
て
・
見
て
・
や
っ
て
・
考
え
る
」

を
実
践
し
、
就
労
の
き
っ
か
け
を
作
り
ま

　
　
　

募
集 

　
　
　

お
知
ら
せ 
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ぜ
」
☎
０
５
４-

６
５
６-

３
４
５
６

問
子
育
て
応
援
課 

☎
３
６-

７
２
５
３

お
茶
の
郷
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

【
第
４
回 

月
イ
チ
茶
話
会
】

▼
お
茶
の
郷
博
物
館
で
は
、
毎
月
「
月
替

わ
り
ミ
ニ
講
座
＋
お
茶
の
淹い

れ
方
セ
ミ

ナ
ー
」
と
併
せ
、
お
茶
と
茶
菓
子
を
い
た

だ
き
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
「
月
一
茶

話
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
紅
茶
」。
世
界
で
一
番
多
く
飲
ま

れ
て
い
る
紅
茶
の
、
お
い
し
い
淹
れ
方
や

ち
ょ
っ
と
し
た
豆
知
識
を
、
楽
し
く
お
い

し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
９
月
27
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

と
こ
ろ
／
お
茶
の
郷
博
物
館 

多
目
的

ホ
ー
ル
（
１
階
）

参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
費
込
み
、
お

茶
・
お
菓
子
付
き
）

問
お
茶
の
郷
博
物
館 

☎
４
６-

５
５
８
８

問
農
林
課 

☎
３
６-

７
４
０
９

２
０
１
５
秋

島
田
ば
ら
の
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

開
催

と
き
／
10
月
17
日
㈯
〜
11
月
15
日
㈰
（
開

催
期
間
中
は
無
休
）

と
こ
ろ
／
島
田
市
ば
ら
の
丘
公
園

入
園
料
／
一
般
３
０
０
円
・
小
中
学
生

１
５
０
円
・
未
就
学
児
無
料
（
団
体
割

引
あ
り
）

イ
ベ
ン
ト
／
バ
ラ
苗
の
販
売
、
バ
ラ
の
育

て
方
教
室
、
各
種
体
験
教
室
、
ミ
ニ
コ

講
師
／
青あ

お
の野
宏ひ

ろ
こ子
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
）、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

職
員

対
象
／
認
知
症
予
防
に
関
心
の
あ
る
65
歳

か
ら
84
歳
ま
で
の
人

募
集
人
数
／
20
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料
（
一
部
実
費
負
担
あ
り
）

募
集
期
間
／
10
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭

申
し
込
み
／
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
長
寿
介
護
課
へ

問
長
寿
介
護
課 

☎
３
４-

３
２
８
８

　

℻
３
４-

３
２
８
９

　

*kaigo@
city.shim

ada.lg.jp

11
月
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

【
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
】（
３
時
間
）

と
き
／
11
月
14
日
㈯ 

午
前
９
時
か
ら

と
こ
ろ
／
島
田
消
防
署

定
員
／ 

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
／
10
月
31
日
㈯
ま
で
に
、
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
直
接
島
田
消
防
署
へ

※
申
込
用
紙
は
、
島
田
消
防
署
で
受
け
取

る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

問
島
田
消
防
署 

☎
３
７-

０
１
１
９

　

ＦＡＸ 

３
６-

１
４
３
６

読
み
聞
か
せ
実
技
講
座

「
手
袋
人
形
を
作
っ
て
演
じ
よ
う
！
」

▼
各
公
民
館
や
学
校
、
地
域
な
ど
で
読
み

聞
か
せ
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
で
す
。

と
き
／
10
月
24
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
45
分

　
　
　

イ
ベ
ン
ト 

ン
サ
ー
ト
な
ど

問
ば
ら
の
丘
公
園 

☎
３
７-

０
５
０
５

問
市
街
地
整
備
課 

☎
３
６-

７
１
８
７

講
演
会
「
人
生
に
意
味
を
見
出
す
こ
と
を

支
援
す
る
」 

▼
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
な
ど

の
若
者
を
支
援
す
る
講
演
会
で
す
。
悩
み

を
抱
え
て
い
る
皆
さ
ん
、
悩
ん
で
い
る
本

人
や
家
族
を
支
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
／
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
、支
援
者
、

支
援
活
動
を
行
い
た
い
人
な
ど

と
き
／
10
月
６
日
㈫ 

午
後
２
時
か
ら

と
こ
ろ
／
金
谷
庁
舎
大
会
議
室
（
３
階
）

講
師
／
草く

さ
の野

智と
も
ひ
ろ洋

氏
（
人
間
科
学
博
士
・

臨
床
心
理
士
）

参
加
費
／
無
料

申
し
込
み
／
９
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
電
話

で
社
会
教
育
課
へ

問
社
会
教
育
課 

☎
４
６-

５
６
１
６

脳
力
ア
ッ
プ
教
室

▼
脳
力
ア
ッ
プ
体
操
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
11
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、

12
月
３
日
・
10
日
・
17
日
（
全
７
回
、

木
曜
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
／
川
根
地
区
セ
ン
タ
ー
「
ち
ゃ
く

ら
」
研
修
室

内
容
／
脳
力
ア
ッ
プ
体
操
・
講
義
「
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
の
立
て
方
」「
ア
イ
デ
ィ

ア
を
生
み
出
す
方
法
」
な
ど

と
こ
ろ
／
金
谷
公
民
館 

第
１
集
会
室

対
象
／
市
内
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る

人
、
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学

校
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
読
み

聞
か
せ
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人

講
師
／
バ
リ
ア
フ
リ
ー
布
絵
本
作
家
山や

ま
も
と本

敬け
い
こ子

氏
（
島
田
お
は
な
し
の
会
）

材
料
費
／
８
０
０
円

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
。

申
し
込
み
／
10
月
７
日
㈬
ま
で
に
、
電
話

で
社
会
教
育
課
へ

問
社
会
教
育
課 

☎
４
６-

５
６
１
６

新
し
い
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム 

堀
田
力
氏 

講
演
会

▼
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
に
つ
い
て
、
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
10
月
27
日
㈫ 

午
後
１
時
30
分
〜

４
時
（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ
／
プ
ラ
ザ
お
お
る
り 

大
会
議
室

（
３
階
）

入
場
料
／
無
料

定
員
／
１
５
０
人

講
師
／
堀ほ

っ
た田
力つ

と
む

氏
（
さ
わ
や
か
福
祉
財

団
会
長
）

申
し
込
み
／
10
月
１
日
㈭
か
ら
、
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
未
来
ク
リ
エ
ー
ト

21
事
務
局
へ（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
未
来
ク
リ
エ
ー
ト
21
事
務
局

　

☎
・
℻
３
６-

４
５
２
０

※
公
共
交
通
機
関
ま
た
は
お
近
く
の
有
料

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
介
護
課 

☎
３
４-

３
２
８
８

　
　
　

教
室
・
講
座 
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2 路線があります。「金谷島田病院線」以外の路線では、
利用者は減少傾向にあります。

【コミバス車両の特徴】
　市では、コミバス車両の更新時に「低床ノンステップバ
ス」の導入を進めています。このバスは、小さな子どもや
お年寄り、体の不自由な人などが乗降しやすいように乗降
口の床を低くした車両です。現在、島田地区で 4 台、金谷
地区で 1 台を運行しています。また、島田地区と一部の金
谷地区の路線では、IC カードによる運賃精算ができるため、
JR の T

ト イ カ

OICA や S
ス イ カ

uica などが利用できます。
　生活に必要な路線を維持するためにも、日常生活の移
動手段として公共交通を積極的に利用しましょう。

【お知らせ】
　昨 年に続き「くらし・
消費・環 境 展 2015」で
コミバス車両の展示・車
いすでの乗車体験・記念
撮影・ペーパークラフト
の配布を予定しています。
ぜひ、お越しください。

▶10 月1 日から、水道料金を改定します（大井上水道企
業団による給水地区を除く）。
　市の水道事業は「一般会計」から独立した企業として運
営しています。主な財源は、市民の皆さんの水道料金です
が、人口減少などの理由によって収入が減少している上、
老朽化施設の急速な増加に対処する経費が必要なため、
その運営は、非常に厳しい状況となっています。このため、
今回の改定では、水道料金を平均 18％値上げすることに
なりました（参考：広報しまだ 1 月号 6 ページ）。ご理解と
ご協力をお願いします。

【口径別料金制】
　今回の改定では、これまで用途別で定めていた基本料
金を、水道メーターの口径の違いによって基本料金を定め
る方法に改めます。口径が大きいほど施設に対する負荷や
費用がかかるためです。

【経過措置】
　急激な変更を緩和するため、新しい料金表で計算した
金額とこれまでの料金表で計算した金額との差を、4 分の
1 ずつ 4 年かけて、段階的に値上げする経過措置を実施
します。

▶明治 36 年 9 月 20 日に、京都市内で日本初の乗合バス
が運行されたことから、この日を「バスの日」と定めてい
ます。バスの日をきっかけに、公共交通としてのバスにつ
いて考えてみましょう。

【コミュニティバス】
　市のコミュニティバス（以下、コミバス）は、児童・生徒
の通学や移動手段のない高齢者の通院や買い物など、市
民の生活の足を確保するために運行しています。コミバス
の利用者数は、平成 21 年度から減少が続き、平成 25 年
度に前年比 1％の増となったものの、平成 26 年度には再
び減少に転じ、前年比 2％の減となりました。利用者が減
少していく中、現在の 16 路線（川根地区スクールバスと湯
日地区デマンド型乗合タクシーを含む）の運行には多額の
経費が必要であり、運行経費から運賃収入と県の補助金
を除いた市の財政負担は年間約 1 億 7,000 万円となって
います。

【その他の路線バス】
　民間の路線バスには、しずてつジャストライン㈱が運行
する「島田静波線」「金谷島田病院線」の 2 路線、近隣市
と共同で運行する自主運行路線「萩間線」「勝間田線」の

10 月 1 日から水道料金が変わります
問水道課 ☎ 35-2107

9 月 20 日は「バスの日」です
問生活安心課 ☎ 36-7144 

車いすによる昇降を体験

　　　お知らせ

　　　お知らせ

【コンビニでのお支払い】
　料金の改定にあわせて、水道料金のお支払いに、コン
ビニエンスストア（以下、コンビニ）を利用できるようにな
ります。コンビニでのお支払いには、10 月以降に送付する
バーコードが印刷された納付書が必要です。バーコードの
ない納付書では、お支払いできませんのでご注意ください。

■ 1 期 2 カ月分の料金表（消費税 8％込み）

メーター
口径

基本料金
従量料金（1 ㎥につき）

20 ㎥まで 20 ㎥を
超える分

13 〜25 ㎜ 2,160 円 15.444 円 126.468 円

30 ㎜ 2,592 円

15.444 円 138.564 円

40 ㎜ 3,456 円

50 ㎜ 4,320 円

75 ㎜ 6,480 円

100 ㎜ 8,640 円

125 ㎜ 10,800 円

150 ㎜ 12,960 円
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【空から島田市を見てみよう】 
▶ FDA の航空機を貸し
切り運航し、空から島田
市を見学する企画の参
加者を募集します。
参加費／無料
とき／10 月 24 日㈯
　午前 6 時 45 分集合
ところ／富士山静岡空港（集合・解散）　
対象／島田市民（12 歳未満は保護者同伴。３歳未満は大

人と同席で人数には含まない）
定員／約 70 人（必ず 2 人 1 組で、応募は 1 組 1 口まで）
申し込み／ハガキに①住所 ②応募者全員の氏名（フリガ

ナ）・性別・年齢 ③電話番号（自宅および携帯電話）を
記入の上、観光課へ郵送（3 歳未満の子の氏名も記入）

郵送先／427-8501 島田市役所観光課「空から島田市を
見てみよう」係 宛て（住所不要）

しめきり／10 月 2 日㈮（必着）
※ 応募者多数の場合は、10 月５日㈪に公開抽選します。

詳細は、市ホームページでご覧いただけます。

【ウォーキングイベント「ケンコッコウォーク」開催】
▶しまだ健幸マイレージ 1 周年ウォーキングイベントとして

「ケンコッコウォーク」を開催します。昨年度のオープニン
グイベントは、約 300 人の参加者でにぎわいました。
　今年度は大津方面をウォーキングします。途中、ゲーム
やクイズも行います。ゴールでは、島田汁による食育の普
及啓発コーナー・体組成計による測定など、お楽しみを用
意しています。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
とき／10 月18 日㈰
　スタート：午前 9 時 15 分（受付開始 午前 8 時 30 分）
　※ 小雨決行。
参加費／100 円（保険料）　対象／小学生以上
コース／保 健 福 祉 セ

ンター → 長
は せ が わ け

谷川家
長
な が や も ん

屋門→慶
け い じ ゅ じ

寿寺
　（7.5 ㎞）
※ 駐車場には限りがあ

るため、公共交通機
関などでお越しくだ
さい。 昨年のオープニングイベント

申し込み／10 月1日㈭〜 11 月16 日㈪に、電話で福祉課へ
※ ③では、当事者の体験談や、地域活動支援センターを

利用している精神障害者の皆さんとの交流会などを実施
します。

▶10 月 26 日㈪〜 11 月1 日㈰は「精神保健福祉普及運
動週間」です。この機会に、精神疾患を正しく理解し、新
しい一歩を踏み出してみませんか。
　ストレス社会の今日では、精神疾患で医療機関にかかっ
ている患者数が大幅に増加しています。しかし、原因が解
明されていないことや精神病患者を社会から隔離してきた
歴史などから、精神疾患や精神障害者に対する正しい理
解を持つ人は少ないといえます。このため、厚生労働省は「こ
ころのバリアフリー宣言」を策定し、周知を図っています。
　市においても、宣言の推進を図るとともに、さまざまな
啓発活動を行ってきました。今回は、その一環として、精
神保健福祉ボランティア養成講座を開講します。地域には、
あなたの力を必要としている人がたくさんいます。この講
座を通して、力を発揮してみませんか。

【こころの「ふれあい」ゼミ】
とき／①11月17日㈫・②30日㈪、③12月1日㈫〜11日㈮・

④ 15 日㈫（全４回）午後 1 時 30 分〜 3 時 30 分
ところ／市役所会議棟 ほか　定員／15 人（先着順）
対象／精神保健福祉に関心があり、4 回の講座を全て受

講できる人

精神保健福祉ボランティア養成講座 参加者募集
問福祉課 ☎ 36-7154

  　　　 募集

◇ こころのバリアフリー宣言「8 つの柱」 ◇

1 精神疾患を自分の問題として考えていますか
2 無理しないで、心も身

か ら だ

体も
3 気づいていますか、こころの不調
4 しっていますか、精神疾患への正しい対応
5 自分で心のバリアをつくらない
6 認め合おう、自分らしく生きている姿を
7 出会いは理解の第一歩
8 互いに支えあう社会づくり
　精神疾患は、誰でもかかる可能性のある病気で
す。ストレスにうまく対処し、ストレスをできるだけ
減らす生活を心掛けましょう。もし、精神疾患になっ
たら、焦らず時間をかけて克服していきましょう。

新市誕生 10 周年記念事業
問観光課 ☎ 36-7163　問健康づくり課 ☎ 34-3282　

  　　　 イベント

※写真はイメージです




